



　天使大学 看護栄養学部 栄養学科 （2010年11月１日受稿、2011年３月28日 審査終了受理）
ピア・エデュケーションによる栄養学科学生の栄養教育の実践
Nutrition Education by College Students of
Nutrition Science through the Peer Education System
 A ºpeer education" system has been implemented at training institutions 
for national registered dietitians, where fourth-year college students of nutrition 
science assume the role of instructors, providing nutrition education to first-year 
students.  Consequently, positive impressions among first-year students have been 
confirmed, such as the ability to envision themselves three years later, or further 
along their careers, as national registered dietitians.  For fourth-year students, this 
has provided valuable experience in practical nutrition education before entering 
the workforce, and allowed numerous learning opportunities through insight into 
the other students' nutrition education methods.  For these reasons, we can confirm 
that nutrition education through ºpeer education" is an effective education program 
for students of both years.  However, as a significant difference in the scoring 
between evaluation by others and self-evaluation has been identified, it has been 
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190 53.7 375 90.8
－52－







































































































































































































































































































百々瀬いづみ 他 ： ピア・エデュケーションによる栄養学科学生の栄養教育の実践
　しかし、ほとんどの項目において、他者評価が
自己評価に比べて有意に高かったことは、大きな
課題と考える。仲間同士で栄養教育を企画したり、
観察したりすることは、支え合い、協力し合うと
いう点では、大いに効果を発揮するが、仲間同士
であるがゆえに、互いに遠慮が生じ、他者評価が
どうしても甘くなってしまうことは否めない。ま
た、自己評価には謙遜も含まれるために、他者評
価との得点の差に反映されてしまう。したがって
客観的評価の重要性や、評価を的確にできるスキ
ルを身に付けることが、自身の資質向上に直結す
ることを、もっと事前教育として伝えていく必要
性があると考える。
２．１年生における教育効果
　管理栄養士の心構えとしては、他人へ栄養教育
をする前に、まずは自らの行動を省み、必要に応
じ改善に向けて実践することによって、実践力が
身につき、より説得力をもって教育に当ることが
できると考えている。そのような中、栄養教育を
受けた後の感想で最も多かったのは、「今後の生
活改善につながりそうな指導、実際にやってみよ
うと思った」などの行動変容につながる働きかけ
であった。１年生と年齢の近い先輩が自分の食生
活についてアドバイスしてくれるというピア・エ
デュケーションの特徴により、より分かりやすく、
より親近感があり、具体的な指導･助言を受ける
ことが出来、結果的に、自己の食生活の改善すべ
き点等に気付けたことは、１年生にとって大きな
収穫であったと考える。今後、指導を元に、食生
活の改善に取り組み、かつ何らかの成果が得られ
たならば、１年生の栄養改善のためのスキル向上
の一端につながるものと期待できる。
３．キャリア教育の視点からの効果
　2009年に出された中央教育審議会答申8）の中
に、将来直面する様々な課題に柔軟かつたくまし
く対応し、社会人・職業人として自立していく「生
きる力」を育てるためには、勤労観・職業観を育
てるキャリア教育を充実することが必要とされて
いる。また、その力を培うためには、「体験活動
の充実」も期待されている。他の総合大学等にお
いては、勤労観・職業観をどのように育てるか頭
を悩ましていると聞く。しかし、Ｔ大学の場合、１・
４年生全員に本授業を開講し、１年生は、自らの
食生活を教材に日常生活を振り返る体験や栄養教
育を受ける体験、４年生には、１年生の食事記録
を教材に、課題探求、計画、準備、実践し、評価
をレポートするという、各種の体験活動を組み入
れることが出来ている。
　このことから、４年生にとっては、１年後の将
来、管理栄養士として働く自分の姿をより具体的
にイメージする機会になっていると考えられる。
　また、１年生にとっても、管理栄養士を志す先
輩から、具体的な栄養教育の流れを提示しても
らった体験学習は、３年後の４年生になるまでの
自分のイメージを膨らませ、かつ、卒業後に管理
栄養士として働く自分の姿をも重ね合わせ、管理
栄養士になるという夢を、実現に近づける助けに
なったものと考える。このことは、栄養教育後の
感想の中に「３年後の到達すべき目標が分かった・
先輩を目標にしたい」、「栄養教育の良い方法が分
かった」などの記述が多くあげられたことからも
推察できる。
　つまり、本授業は、１・４年生の両者にとって、
学内で出来るキャリア教育の１つとして十分値す
ると考える。
４．今後の課題
　４年生による１年生へのピア・エデュケーショ
ンを、今後もカリキュラムとして展開していくた
めには、１年生と４年生の時間割を調整するとい
う事務的な作業は必要であるが、そのことを除く
と継続実施に大きな障害は無いと考えられる。し
かし、上記考察でも述べたが、より教育効果を高
めるためには、教員側に改善すべき２点の課題が
あると考える。
　１点目は、個人情報保護の遵守と対象者との信
頼関係構築に向けた対応との区別の重要性、つま
り、「対象者を名前で呼びかける」ことの重要性
などについても、事前の講義に盛り込むことが必
要である点である。
　２点目は、的確に評価ができるよう、評価の視
点や、評価基準を的確に伝える必要がある点であ
る。つまり、自己評価と他者評価は一致するよう
な評価の質の向上に努める必要があると考えられ
る。
　次年度以降も、より効果的な授業展開が出来る
よう、教員側の資質向上にも努力していきたい。
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Ⅵ．結論
　４年生による１年生へのピア・エデュケーショ
ンは、１・４年生の両学年の学生にとって、効果
的な教育方法であったと考えられる。しかし、今
後もこの教育プログラムを展開していくために
は、教員側の２つの課題として、信頼関係構築に
向けて「対象者の名前」を呼びかけることの重要
性を伝える必要性や、評価の質を高めるような教
育の充実が考えられた。
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